
 

愛媛県西条西警察署協議会会議録 

（令和５年度第２回） 

日 

時 
令和５年 10月 24日（火）午後３時 00分～午後５時 00分 

 

出 

席 

者 

１ 警察署協議会側 

会長以下６人 

２ 愛媛県公安委員会 

愛媛県公安委員会委員長 

３ 警察署側 

署長以下 10人 
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１ 会長挨拶 

⑴ 日頃の警察活動への謝意 

⑵ 住民目線による柔軟な意見発表 

２ 署長挨拶 

⑴  交通死亡事故の発生 

⑵  委員への協力依頼 

⑶  前回の提言を受けて実施した施策 

３ 諮問及び答申 

諮    問 部門別 答    申 

特殊詐欺対策について 

刑事・ 

生活安全

部門 

まもるナビを広く浸透させるには学校を

通じて広報してもらえばいいのではない

か。 

フェリーの待合室など、不特定多数の人

が集まる場所において啓発ビデオ放映や

チラシ配布広報が有効ではないか。 

「￥」マークは「日本円」を表すだけで

なく、「中国人民元」を指す表記でもあ

り、日本円での販売価格であると誤信し

た消費者がネット通販で高額請求トラブ

ルに巻き込まれているという報道を目に

し た 。 （ １ 人 民 元 が 約 20 円 ）        

このような事例については、若年層でも

被害に遭う可能性があることから、様々

な媒体を活用して広報・周知することが

必要だと思う。 
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ＳＮＳは普及しているが、高齢者は新聞か

ら情報を得ている人も多いと思うので、新

聞に詐欺の手口を掲載してはどうか。 

警察官以外で、流行りの手口や詐欺を撃

退した事例についてわかりやすく説明で

きる人を育てて、広報啓発拡充を図って

はどうか。 

携帯電話で通話したり、不慣れな手つき

で焦ってＡＴМを操作している人は詐欺

の被害者ではないかという着眼点になる

と思う。金融機関に対して警察から教養

を実施した上、積極的な声掛けを依頼し、

詐欺被害が疑われる場合には通報しても

らうよう働きかけてはどうか。 

４ 業務推進結果、業務推進計画の説明 

令和５年６月から９月末までの業務推進結果、令和５年 10月から令和６年１

月末までの業務推進計画について、各課長が報告、説明した。 

５ 質疑応答、意見要望等 

 (1) 協議会会長による講評 

  特殊詐欺の犯行グループは、社会情勢の変化に応じて犯行手口を変遷させ

ているほか、拠点を東南アジアに移すなど、悪質化・巧妙化している。 

警察は、社会問題化する特殊詐欺について、協議会の意見や提案などを役

立てて、先見性と創造力を持った諸対策を講じ、地域住民が安全で安心して

暮らせる社会を実現してほしい。 

(2) 公安委員会委員長による講評 

  特殊詐欺は、警察の取締りや広報活動に比例して犯人側の手口も次第に高

度化している。日々新たな手口・種別の詐欺が発生しており、警察が情報発

信を強力に推進しても、未だ被害が止まないのが現状である。また、出金手

段についても、受け子・出し子などと呼ばれる末端構成員のほか、郵送など

の第三者を介したり、更にはビットコインなどをオンライン上での取引する

など、多岐にわたる。巧妙化する特殊詐欺への対策は、課題も多いが、今後

も警察組織全体で被害防止・検挙に取り組んでいただきたいと考えている。 

６ その他 

  出席した委員による「東南アジア（ベトナム）情勢について」と題した体験 

発表を聴講した。 

７ 添付資料 

〇 警察署協議会の開催状況の写真 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警察署協議会の開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警察署協議会の開催状況 
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